
実証研究成果報告書 
 

 

１．依頼書受付番号 実支 第30－001号 

 

２．実証研究の名称 

画像処理型凝集センサによる凝集剤注入制御システム 

の開発に関する実証研究 

 

３．実証研究フィールド 

 実証研究フィールド：埼玉県企業局行田浄水場 

 水源       ：利根川水系 

 原水水質（濁度） ：通常時10度前後 

高濁度時120度程度（実証研究期間中） 

 

４．研究成果の概要 

原水の水質変動や凝集剤の過不足に伴う凝集状態の変化をリアルタイムで定

量化（可視化）できる画像処理型凝集センサの評価と、本センサを適用した凝集

剤注入制御システムの有効性を実原水において検証した。その結果は以下のと

おりである。なお、本実証研究では凝集剤としてポリ塩化アルミニウム（PACl、

塩基度約 50%）を用いた。 

（１）連続計測の長期的な確認 

① センサ測定部への汚れの影響が大きい夏季から秋季にかけての期間にお

いて、自動洗浄機能により長期的に安定して連続計測できることを確認し

た。（本文 P.32 参照） 

（２）凝集剤注入率調整の自動化と処理水質の安定性の確認 

① 水質の異なる各季節の原水に対して、本システムが凝集剤注入率を自動で

調整し、沈澱池出口濁度を 1.0 度未満で安定的に維持できることを確認し

た。これにより、オペレータの負担軽減に寄与できることを確認した。（本

文 P.46、49、51、53、54 等参照） 

② 夏期には、従来の原水濁度に応じた凝集剤注入率のフィードフォワード制

御と比較し、本システムのセンサ測定値（フロック移動速度）によるフィ

ードバック制御の方が、沈澱池出口濁度を同等に維持した状態で、凝集剤

注入率を約 10%抑制できることを確認した。（本文 P.56 参照） 



（３）高濁度原水に対する適用性の確認 

① 高濁度原水時の濁度（最高濁度が実原水で 120 度、模擬原水で 400 度）

の上昇と下降に対して、本システムにより凝集剤注入率が追従し、沈澱池

出口濁度を 2.0 度未満で処理できることを確認した。（本文P.74、79参照） 

 

 令和３年３月１５日 

      企業名 東芝インフラシステムズ株式会社 

      報告者 横山 雄、金谷 道昭、有村 良一 

黒川 太、毛受 卓、松代 武士 
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